
平成23年 3fiI 7日
東京電力機式会社

1 基本方針

①発電所の冊撞対策については，土木学会原子力土木香員全体法評価郎会における審

峨状況.J.'~岐部躍を担野に入れて社内検肘を実施する， (現(f験肘中)

②発電所の樟法評価については。 f原子力発電所の樟披評価技術」の改灯時期(平成24

年 同月改訂予定} パックチェック最終報告の時期に応じて適切に対応する.
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2 発電所の溜波対策に閲する現状の社内検討状況

①坤波対策工(防桂堤理障の強化。建物構築物の新股.ポンプの水音化など)に

関する検討

③棒波対策工を考慮した神世肝イ田町合理化に関する倹肘

3 各研究健闘1 海渡評価部会，東京電力の海渡議源に関する検討状況

① f三陸仲北部から房総仲の海櫛笥りのプレート181大地質(締法地麓)Jについて

(2010.12.7 坤披評価部会にて確認}

北部では f1896年明治三陸仲J 南部では f1677年房総沖J'"書考に股定.

②「点観持法Jについて

(2010地震学会歌手大会における庫総研行谷氏の見解)

. 111波堆積物を再現する断層モデルを檀数検酎.思終的な断腐モデル確立にはE
なる知且の拡充が必要で，あと 2-3年程度要すると考えられる.

(2011.3.2 陣世評価師会にて確惚)

・断層モデルとしての成熱度が低い (路元の不確実性が高い)ため。次回の政!T

で取り込むのは時期尚早.継続して知見を収集する.

(東京電力における検討状況)

稿励県沿岸で叫I臨地l~物関査を実施 (H23.5 日本地球惑星科学連合合同大会に

て報告予定).，H23.10日本地盤学会にて鯛査結果を最も良く再現する断層モデ

ルを提集予定.

4 今後の予定

平成23年4月中旬 地震本部改訂版公表

~ 発電所の柿波対策検肘

平成24年 10月 樟世評価技術の改訂版公表『発電所の棉波評価
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